
 ２００８年１月１５日（火）、科学技術共同センターとＲＥＣが共同で主催する

「新春技術講演会」を大津プリンスホテルで開催します。 

 今年で１９回目を迎える本講演会は、地域の方々に本学の研究を知ってい

ただく機会として、また学外の方々と本学教職員との交流の機会として、１９８

９(平成元)年に瀬田学舎を開設して以来、毎年この時期に開催しています。 

 今回の講演会では、「２１席のかくれた主役たち～快適生活とテクノロジーと

の接点～」をテーマに掲げ、基調講演として大阪ガス株式会社 芝野博文 取

締役社長から「環境との調和と持続可能な社会をめざして」と題して、同社の

技術開発の歩みと現状、今後の展開についてご講演いただきます。続いての

講演Ⅰ・Ⅱとして、理工学部電子情報学科 粟井郁雄 教授から「人口分子を

並べて電波に反応する物質を創る」を、理工学部数理情報学科 樋口三郎 

講師から「つながり方を科学する－理論ネットワーク科学の新たな展開」と題

してご講演いただきます。                                  

 他にも理工学部の研究内容を紹介したポスターセッションや、ＲＥＣからはプ

レゼン龍の受賞プランの紹介、ＲＥＣフェローらによる技術相談・産学連携相

談ブースを設ける予定ですので、是非ご来場いただきますようご案内いたしま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

VVVooolll...111555   
発行日：2007 年 12 月 25 日 

Ryukoku Extension Center 

REC 京都 

（深草学舎 紫光館）

REC東大阪 

（クリエイション・コア東大阪） 
REC 滋賀 

（瀬田学舎 REC ホール） 

ＲＥＣでは、本学の研究やシーズ等の情報発信と産学連携のマッチングに向け 

て、年間５０回程度の出展会やイベントに参加しています。 

この度、理工学部情報メディア学科 長谷智弘研究室・情報通信システム研究セ 

ンター（ＨＲＣ）が、１２月１２日（水）～１４日（金）に東京国際フォーラムで開催され 

た「ＴＲＯＮ ＳＨＯＷ２００８」に出展しました。 

このイベントは「どこでもコンピュータ」、いわゆるユビキタス・コンピューティング 

環境の実現に向けて、家電や自動車をはじめとする様々なモノに組み込まれてい 

るコンピュータの最新技術を発表する展示会です。 

ユビキタス業界を代表する企業等、約８０のブースが出展され、日本の大学から 

は、本学の他に東京大学が出展していました。また、内閣府、文部科学省、経済 

産業省等の後援を受けているため、多くの VIP 来訪があり、会場はとてもにぎわっ 

ていました。長谷研究室からは「家電向け小型組込みＷｅｂサーバ」を発表し、学生スタッフとともにブース来訪者に

対して説明を行っていました。 

研究室の学生にとっては、自らの研究内容の発表と最新技術に触れる絶好の機会になったことと思います。 

第１９回新春技術講演会開催のご案内  ＨＯＴ 

◆ 日時：２００８年１月１５日（火） １３：３０開演 (但し、技術相談・ポスターセッションは 12:30 から開催)   

◆ 会場：大津プリンスホテル（コンベンションホール淡海２階） 

    「TRON SHOW 2008」に理工学部 長谷研究室が出展！ ご報告 

▲ TRON SHOW2008出展の様子 



1 月 12 日（土） ＲＥＣコミュニティカレッジ東京 

          （平安時代の『源氏物語』） 

1 月 15 日（火） 第 19 回新春技術講演会 

1 月 25 日（金） 滋賀県産学官ニーズ・シーズプラザ出展  
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● ＲＥＣ滋賀  ＲＥＣホール（内線7744） 

● ＲＥＣ京都  紫光館5階  （内線6503） 

● ＲＥＣ東大阪 クリエイション・コア東大阪  

産学連携ｵﾌｨｽ 2212号（06-6748-8228） 

１月のＲＥＣ活動 

  ビジネスプランコンテスト 
  「プレゼン龍（ドラゴン）」を開催しました 

ご報告 

◆ 次号は 1月 25 日頃発行予定です！ ◆

 龍谷大学エクステンションセンター（ＲＥＣ）と学生

実行委員会が主催するビジネスプランコンテスト「プ

レゼン龍（ドラゴン）」が１２月８日(土)に、深草学舎で

開催されました。 

 このコンテストは、学生の起業家精神の育成や大

学発学生ベンチャーの創出を目的に２００１年度から

始まったもので、７回目となる今回は、３１件の応募

のうち事前審査を経た８組が起業家や大学教授、学

生ら約３００人の審査員を前に独自のビジネスプラン

を競い合いました。 

 今回グランプリに輝いたのは、社会学部コミュニティ

マネジメント学科２年生の中濱瑛司さんら３名でつく

るチーム「轍（わだち）」が提案した、「青春６０切符」

（退職者が充実した第二の人生を送るためのきっか

けとなる体験を、ギフトとして提供するプラン）が選ば

れました。 

２００７年度プレゼン龍（ドラゴン）結果一覧

 なお、このチームは、特別賞の親和会会長賞、京都信用金庫ジュニア・オーナー・クラブ（ＪＯＣ）賞も受賞し、会場

から拍手喝采を浴びていました。 

  準グランプリには同じく社会学部コミュニティマネジメント学科２年生の岡野喜和子さんら５名でつくるチーム「ＡＫＩＴ

Ａ.p.c」が提案した、朝型生活を浸透させるためのお弁当教室「らんちょん」が選ばれました。 

 また、コンテスト終了後は、コンテスト参加者、プランナー、起業家・起業支援家、見学者等の交流会を実施、この出

会いの場を活かし多くの意見交換が行われました。 

  ①ビジネスプラン発表の様子 
～各グループ緊張の中の発表です～

       ⑤交流会の様子 
～様々な方との交流はとてもためになります～

    ③コンテスト講評の様子 
～今回もレベルの高いコンテストでした～

      ④各賞の受賞の様子 
～チーム轍はグランプリを含め 3賞受賞！～

   ②発表中の審査員の様子 
～斬新なアイデアに聴き入る審査員～

   ⑥プレゼン龍実行委員長胴上げ！ 
～成功を収めた実行委員会、お疲れ様です～


